
令
和
三
年
度

修
士
論
文
・
卒
業
研
究
題
目
一
覧

博

士

論

文

中
上
健
次
作
品
論

〈
秋
幸
サ
ー
ガ
〉
か
ら
見
る
�
父
殺
し
�
と
天
皇
制
批
判

佐

藤

綾

佳

修

士

論

文

日
本
文
学
・
日
本
語
文
化
専
攻

テ
ク
ス
ト
を
読
む
こ
と
と

｢

私｣

普
遍
性
と
個
別
性
の
往
還

阿
知
波

光

八
代
集
に
お
け
る
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究

Ｃ
Ｈ
Ｊ
を
用
い
た
和
歌
研
究

加

藤

駿

歴
史
文
化
専
攻

豊
臣
政
権

｢

五
大
老｣

制
に
つ
い
て

宇
喜
多
秀
家
を
中
心
に

中

川

創

喜

近
世
後
期
尾
張
藩
政
に
お
け
る
地
域
社
会
実
態
と
中
間
層

｢

立
入
人｣

の
性
格
か
ら
見
る
広
域
支
配
の
実
態

前

田

蒼

太

卒

業

研

究

稲
垣
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

江
戸
川
乱
歩
の
理
想
と
現
実

時
代
的
背
景
と
作
品
の
変
遷

一

柳

は
る
の

存
在
の
不
確
か
さ
と
中
島
敦

考
え
る

｢

病｣

に
つ
い
て

伊
豫
田

芙

羽

『

美
し
い
村』

に
見
る
自
然
美

写
実
主
義
的
観
点
か
ら
の
読
み
方

内

海

光
太
郎

江
戸
川
乱
歩
が
抱
く

｢

鏡｣

に
対
す
る
根
源
的
恐
怖川

合

純

平
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吉
本
ば
な
な
論

眠
り
か
ら
始
ま
る
回
復
プ
ロ
セ
ス

久

保

史

有
明
淑
の
日
記
か
ら

｢

女
生
徒｣

へ

｢
虚
飾｣

の
精
神
を
中
心
に

倉

田

澪

安
吾
幻
想
文
学
に
お
け
る
恐
ろ
し
い
女
と

｢

ふ
る
さ
と｣

『

桜
の
森
の
満
開
の
下』

・『

夜
長
姫
と
耳
男』

を
中
心
に

酒

向

菜

月

藤
沢
周
平
と
武
士
道

藤
沢
の
戦
争
体
験
か
ら
み
る

牧

内

実

杜

日
本
の
国
語
教
育
と
近
現
代
文
学
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

『

少
年
の
日
の
思
い
出』

か
ら
見
る

教
育
と
し
て
の
近
代
文
学

森

瑠

哉

太
宰
治

『

御
伽
草
紙』

論

『

瘤
取
り』
『

カ
チ
カ
チ
山』

か
ら
み
る

反
因
果
応
報
の
意
識

船

場

大

智

大
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

物
語
に
お
け
る
語
り
手
の
目

視
座
・
視
点
に
つ
い
て
の
考
察

古

木

章

仁

鳥
書
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て

伊

原

妃

夏

中
学
校
国
語
科
書
写
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て

筒

井

美

帆

勝
亦
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

七
夕
歌
の
霧
の
表
現

『

万
葉
集』

か
ら

『

古
今
和
歌
集』

『

後
撰
和
歌
集』

『

拾
遺
和
歌
集』

岡

原

唯

乃

『

狭
衣
物
語』

に
お
け
る
飛
鳥
井
女
君
の
役
割
に
つ
い
て

奥

田

千

裕

清
少
納
言
が
み
た
中
宮
定
子

『

枕
草
子』

日
記
的
章
段
か
ら

小

池

一

蕗

紫
の
上
と
光
源
氏
の
関
係

明
石
の
君
・
朝
顔
の
姫
君
・
玉
鬘
と
の
比
較
か
ら

近

藤

颯

馬

『

日
本
霊
異
記』

に
お
け
る
狐
と
中
国
文
化
の
影
響白

川

紗

帆

夕
霧
の

『

源
氏
物
語』

内
で
の
役
割

新

海

隆

裕

168



『
枕
草
子』

の
定
子
像
に
つ
い
て

清
少
納
言
と
定
子
の
関
係
の
変
化
か
ら

鈴

木

沙

奈

古
典
の
学
習
に
お
け
る

『

源
氏
物
語』

学
習
の
現
状
と
今
後
の
指
導
の
在
り
方

溝

口

紗

生

平
安
時
代
文
学
に
お
け
る
赤
と
紅

『

枕
草
子』

『

源
氏
物
語』

『

紫
式
部
日
記』

か
ら

三

輪

沙
也
香

『

百
人
一
首』

に
お
け
る

｢

君
が
た
め｣
論

光
孝
天
皇
・
藤
原
義
孝
を
め
ぐ
っ
て

森

川

真
里
奈

『

枕
草
子』

に
お
け
る
天
候

雨
と
雪
に
つ
い
て

山

口

紗
有
里

甘
露
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

三
島
由
紀
夫

｢

邯
鄲｣

の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案

丸

山

朱

里

三
島
由
紀
夫

｢

熊
野｣

の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案

伊

藤

美

南

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
利
用
し
た
電
子
書
籍
の
二
次
流
通
の

可
能
性
及
び
資
産
化
に
関
す
る
考
察

梅

田

晃

平

『

近
代
能
楽
集』

｢

班
女｣

表
現
の
し
か
け
と
効
果
の
考
察

加

藤

雪

乃

三
島
由
紀
夫

｢

道
成
寺｣

の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
弾
き
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
と
鐘
の
女
ピ
オ
ニ
ー

小

泉

大

地

三
秋
縋

『

三
日
間
の
幸
福』

の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案小

島

え
み
り

樋
口
一
葉
の
恋
愛
観

少
女
時
代
を
中
心
に

酒

井

千

尋

devil

の
聖
書
翻
訳
語
と
し
て
の

｢

天
狗｣

に
つ
い
て
の
考
察

佐

藤

春

花

掲
示
板

｢

ち
る
ち
る｣

か
ら
見
た
近
年
の
Ｂ
Ｌ
作
品
特
性
と

傾
向

志

村

綾

香

三
島
由
紀
夫

｢

葵
上｣

解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案

鈴

木

奏

子
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｢
葵
上｣

に
お
け
る
対
比
と
そ
の
効
果

現
代
版
リ
メ
イ
ク
に
繋
が
る
表
現
に
つ
い
て
考
え
る

椿

井

美

名

日
韓
ド
ラ
マ
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

｢

冬
の
ソ
ナ
タ｣

を
中
心
に

成

瀬

笑

里

文
庫
本
に
お
け
る

｢
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
買
い｣

の
変
遷

一
般
文
芸
の
装
丁
に
つ
い
て
の
考
察

長
谷
川

茉

奈

｢

怖
い
絵
本｣

の
傾
向
に
つ
い
て

京
極
夏
彦

『

い
る
の
い
な
い
の』
を
中
心
に

平

林

亜

実

三
島
由
紀
夫

｢

卒
塔
婆
小
町｣

の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案

丸

山

ひ
と
み

後
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

現
代
の
若
者
の
ネ
ッ
ト
ス
ラ
ン
グ

｢

ぴ
え
ん｣

の
変
遷

黒

澤

か
れ
ん

現
代
怪
談

｢

き
さ
ら
ぎ
駅｣

の
成
り
立
ち
と
広
が
り笹

木

梨

穂

若
者
こ
と
ば
の
変
遷

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
関
連

鈴

木

菜

絵

方
言
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
化
を
め
ぐ
っ
て

素

保

花

成

現
代
日
本
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
謝
罪
表
現
の
分
析

田

中

香

音

日
本
語
に
お
け
る
男
女
差
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

大
正
か
ら
令
和
ま
で

出

口

真
奈
実

坂
道
グ
ル
ー
プ
か
ら
見
る
秋
元
康
の
作
詞
の
特
徴

鳥

居

建

志

｢

敬
語
の
指
針｣

が
敬
語
教
育
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

野

崎

茉

那

｢

大
丈
夫｣

の
新
用
法

[

勧
誘
に
対
す
る
拒
否]

に
つ
い
て

平

山

咲
月
妃

語
種
を
異
に
す
る
類
義
語
に
つ
い
て
の
研
究

福

田

航

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
外
来
語
の

使
用
実
態
と
そ
の
機
能

松

見

菫

J
―P

O
P

の
歌
詞
に
お
け
る
差
異
化
の
進
行

1991

〜2020

年

玉

田

瑞

萌
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小
説
と
漫
画
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
異
同
に
つ
い
て

P
SY
C
H
O
-P
A
SS

シ
リ
ー
ズ
を
も
と
に寺

前

希

紀

徳
竹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

小
説

『

鎧
と
鳥』

企
画
書

西

門

沙

貴

御
伽
草
子
に
お
け
る
鼠
の
二
面
性
と
そ
の
表
現

安

原

ふ
み
菜

『

平
家
物
語』

と

『

太
平
記』

に
み
る
武
士
の
死
に
様
の
変
容

吉

田

茉

央

中
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

水

野

智

基

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
公
立
図
書
館
の
動
向

宮

下

真
唯
子

西
嶋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

[

ア
ン
ノ
ウ
ン
ジ
ェ
ン
ダ
ー]

ヒ
ー
ロ
ー
の
可
能
性

主
人
公
選
択
可
能
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
、
性
別
、

容
姿
選
択
の
考
察

伊

藤

彰

悟

円
滑
な
二
次
創
作
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

神

谷

風

花

キ
ッ
ザ
ニ
ア
を
利
用
し
た
保
護
者
及
び
児
童
に
対
す
る

自
衛
隊
の
新
し
い
広
報
戦
略
提
案

永

野

睦

月

プ
ロ
野
球
に
お
け
る

｢

個
人
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ｣

の
需
要
と

有
用
性
に
つ
い
て

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
提
案

西

野

隼

矢

冥
界
の
生
活

そ
の
仕
事
を
中
心
に

持

城

百

花

平
塚
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

人
工
知
能
に
よ
る
方
言
歌
詞
の
感
情
解
析
と
各
地
域
の
特
徴

浜

田

祐

菜

Ｍ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
お
け
る
ツ
カ
ミ
の
類
型

梅

田

雄

平

お
じ
さ
ん
構
文
か
ら
分
か
る
年
代
に
よ
る
好
感
を
持
て
る

文
章
の
違
い

石

井

七

瀬

日
本
人
韓
国
語
学
習
者
の
実
態

教
室
学
習
と
独
学
学
習
の
比
較

二
之
湯

奈
々
香

石
川
県
鹿
島
郡
中
能
登
町
方
言
の
談
話
資
料

野

村

海

翔

否
定
的
な
言
葉
の
肯
定
的
な
用
法
に
つ
い
て

野

村

真

子

徳
島
方
言
辞
書
・
テ
キ
ス
ト

藤

本

周
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三
重
県
松
阪
市
方
言
の
世
代
差

松

浦

亜

実

T
w
itter

か
ら
見
る
形
容
詞
の
意
味
の
変
化
と
多
様
な
使
わ
れ
方

森

さ
く
ら

福
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

和
歌
に
お
け
る
三
途
の
川

平
安
時
代
を
中
心
に

岩

井

智

哉

｢

山｣

の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

三
大
和
歌
集
を
中
心
に

清

水

美

帆

｢

因
果
応
報｣

の
日
中
比
較

｢

罪｣

と

｢

罰｣

の
イ
メ
ー
ジ

甚

佐

知

花

仏
教
説
話
に
お
け
る
蛇
イ
メ
ー
ジ
の
変
容

高

木

瞭

源
氏
物
語
に
お
け
る
夢

そ
の
役
割
を
中
心
に

吉

田

日
向
子

宮
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢

メ
タ
発
言｣

の
使
用
状
況
調
査

水

野

允

道

美
容
雑
誌
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
と
年
代
差加

藤

璃

於

日
本
企
業
の
新
卒
採
用
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

特
性
に
つ
い
て

三

浦

彩

乃

バ
ー
チ
ャ
ルY

ouT
uber

が
用
い
る
キ
ャ
ラ
語
尾
に
見
る

表
現
特
性

石

川

晴

崇

地
の
文
の
な
い
文
章
の
表
現
特
徴

ア
イ
ド
ル
育
成
ゲ
ー
ム

｢

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
ス
タ
ー
ズ
！｣

を
例
に

伊

藤

扶
佐
子

Y
ouT
ube

動
画
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
テ
ロ
ッ
プ
の
文
体
特
徴

語
種
・
品
詞
に
着
目
し
て

岩

嵜

光

希

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
書
籍
タ
イ
ト
ル
の
傾
向
と
変
遷

大

澤

晴

那

｢

軽
率｣

の
新
用
法
に
つ
い
て

木

下

夏
菜
子

児
童
小
説
の
会
話
部
分
に
お
け
る

｢

メ
タ
言
語
表
現｣

考
察

『

都
会
の
ト
ム
＆
ソ
ー
ヤ』

を
例
と
し
て

角

谷

優

奈

Y
O
A
SO
B
I

の
歌
詞
に
見
る
表
現
特
性

千

田

拓

実

｢

交
ぜ
書
き
語｣

の
使
用
実
態
調
査

�

橋

紀

喜

こ
と
わ
ざ
の
定
義
分
類
と

｢

新
参
こ
と
わ
ざ
辞
典｣

の
作
成

田

代

隆

紋
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ネ
ッ
ト
発
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
歌
詞
特
性

テ
ー
マ
分
析
と
語
彙
調
査

中

村

遥

香

｢

〜(
さ)
せ
て
い
た
だ
く｣

の
使
用
実
態

長
谷
川

未

来

機
能
的
な
頭
字
語
の
用
い
ら
れ
方
に
つ
い
て

細

井

隆

希

外
来
語
サ
変
動
詞

｢
カ
バ
ー
す
る｣

の
調
査
分
析

松

口

翔

悟

｢

か
わ
い
い｣

の
意
味
分
析
と
派
生
語
に
つ
い
て

鰐

部

朱

理

宮
澤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
実
況
の
実
態
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

石

田

龍

矢

L
IN
E

に
お
け
る
笑
い
の
表
現
に
つ
い
て

入

船

智

美

人
間
関
係
が
与
え
るL
IN
E

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の

句
点
へ
の
影
響

奥

原

樹

『

転
生
し
た
ら
ス
ラ
イ
ム
だ
っ
た
件』

の
小
説
と
ア
ニ
メ
の
比
較

奥

村

周

平

テ
レ
ビ
局
の
編
集
とY

ouT
uber

の
編
集
の
比
較
に
基
づ
く

Y
ouT
ube

に
お
け
る
テ
ロ
ッ
プ
の
分
析

片

桐

涼

香

R
A
D
W
IM
P
S

の
歌
詞
に
よ
る
印
象
調
査
と
レ
ト
リ
ッ
ク
分
析

草

野

有

輝

現
代
漫
才
に
お
け
る

｢

ツ
ッ
コ
ミ｣

の
類
型
分
析

倉

地

史

樹

L
IN
E

に
お
け
る｢

分
か
ち
書
き｣

の
使
用
状
況
と
使
用
意
図
に
つ
い
て

近

藤

健

収
録
型
謝
罪
動
画
の
構
成
と
視
聴
者
の
印
象

鈴

木

明
日
香

人
間
関
係
の
維
持
を
前
提
と
し
た
依
頼
の

｢

断
り｣

に
お
け
る

表
現
の
分
析

鈴

木

彩

音

時
間
制
限
の
有
無
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
実
況
の
特
徴
と
相
違
点

玉

村

厚

太

雑
談
に
お
け
る
話
題
の
展
開
的
構
造

友

田

夏

帆

３
時
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
漫
才
・
コ
ン
ト
の
分
析

山

田

奈

美

柳
沢
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『

伽
婢
子』

原
話
考
察

『

剪
灯
新
話』

と
比
較
し
て

後

藤

詩

奈

｢

耳
な
し
芳
一｣

の
成
立
経
緯
に
つ
い
て

『
臥
遊
奇
談』

を
中
心
に

佐

藤

友

香
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『
都
風
俗
化
粧
伝』

と
浮
世
絵
に
見
る
江
戸
時
代
後
期
の
化
粧

末

廣

葵

｢

夢
応
の
鯉
魚｣

考

中
国
小
説
を
踏
ま
え
て

寺

崎

愛

華

遊
女
の
心
中
に
つ
い
て

近
松
門
左
衛
門
の
心
中
物
を
中
心
に

久

松

亜

未

『

四
谷
雑
談
集』

と

『

東
海
道
四
谷
怪
談』

の
考
察

お
岩
と
伊
右
衛
門
の
比
較
か
ら

平

澤

辰

真

謡
曲
の
鬼
女
の
違
い

霊
・
蛇
・
鬼
が
選
択
さ
れ
た
理
由

藤

原

由

衣

映
画
の
比
較
か
ら
見
る
日
本
人
に
と
っ
て
の

｢

忠
臣
蔵｣

森

田

文

二
『

三
人
吉
三
廓
初
買』

に
お
け
る
通
客
文
里
恩
愛
噺
の
意
味

辻

元

す
み
れ

小
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

近
世
に
お
け
る
刊
本

｢

か
な
絵
入
り
往
生
要
集｣

の
展
開

閻
魔
王
の
変
容
と
出
版
戦
略
を
中
心
に

伊

藤

妃

捺

肉
食
と
穢
れ
か
ら
み
る
人
と
犬
の
関
係
史

家
畜
か
ら
家
族
の
一
員
に
な
る
ま
で

遠

藤

寛

子

江
戸
時
代
に
お
け
る
女
性
の

｢

斉
家｣

論

石
門
心
学
と

『

安
産
幸
運
録』

古

市

侑
美
佳

ア
イ
ヌ
の

｢

宝｣

に
つ
い
て

見
聞
録
か
ら
見
る

｢

宝
物｣

堀

裕
梨
奈

初
代
尾
張
藩
主
・
徳
川
義
直
の
思
想

庭
訓
か
ら
探
る
義
直
の
思
想
と
義
直
像
の
変
遷

森

川

夏
水
乃

お
蔭
参
り
と
出
版
メ
デ
ィ
ア

山

際

夏

苗

小
山
六
之
助

『

活
地
獄』

に
お
け
る
監
獄
の
思
想

吉

野

真
里
奈

菅
原
道
真
像
の
変
遷
を
探
る

怨
霊
か
ら
学
問
の
神
へ

柘

植

結

佳
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小
早
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

山
車
祭
り
継
承
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

愛
知
県
内
の
事
例
を
中
心
に

草

紀

之

ダ
ル
マ
を
め
ぐ
る
民
俗

富
士
市
の
ダ
ル
マ
市
か
ら

坂

入

菜

央

愛
知
県
の
子
ど
も
獅
子
に
つ
い
て

名
古
屋
市
・
川
原
神
社
祭
礼
を
中
心
に

坂

岡

ま
な
絵

結
婚
式
と
結
婚
観
の
変
化

名
古
屋
市
の
事
例
を
中
心
に

佐

藤

優

衣

庶
民
生
活
に
お
け
る
パ
ン
食
の
広
が
り

岐
阜
・
愛
知
を
中
心
に

杉

山

恵

未

小
垣
江
の
オ
マ
ン
ト
の
現
状
と
継
承

馬
と
人
と
の
関
わ
り
か
ら

鈴

木

公

貴
｢

名
古
屋
め
し｣

の
成
立
と
現
状

瀬

谷

穂
乃
佳

四
日
市
の
定
期
市
を
め
ぐ
る
民
俗
と
現
状

濱

口

航

輝

山
の
神
信
仰
と

｢

山
の
講｣

岐
阜
県
中
濃
地
域
を
中
心
に

福

手

智

範

現
代
民
俗
と
し
て
の
家
相

吉

永

利

子

白
根
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

江
戸
市
中
の
治
安
対
策
と
火
附
盗
賊
改

『

御
仕
置
例
類
集』

の
分
析
を
中
心
に

上

田

渉

夢

近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
切
腹
と
殉
死
の
構
造

尾
張
藩
家
臣
を
中
心
に

岩

瀬

夏

海

戎
講
の
廻
船
経
営
と
内
海
船

前
野
小
平
治
家
を
中
心
に

岩

橋

良

典

幕
藩
間
交
渉
に
お
け
る
大
奥
の
政
治
力

姉
小
路
を
中
心
に

永

田

優

杏

尾
張
藩
に
お
け
る
弓
術
奨
励
と
武
家
社
会

西

村

竜

輝

歌
川
国
芳
の
武
者
絵
に
み
る
江
戸
の
妖
怪
観

長
谷
川

晴

菜

江
戸
に
お
け
る
名
所
観
と
歌
川
広
重

『

名
所
江
戸
百
景』

を
中
心
に

松

本

風

香

中
元
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

宮
崎
滔
天
の
理
想
と
中
国
革
命

中
国
・
ソ
連
観
を
中
心
に

伊

里

嶺

軍
令
部
次
長
時
代
の
嶋
田
繁
太
郎

岡

本

将

慶
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憲
政
会
に
お
け
る
外
交
論

加
藤
高
明
と
党
人
派
の
相
違
点
を
中
心
に木

村

優

翼

農
商
工
業
高
等
会
議
と
工
場
法
の
制
定

会
議
参
加
者
の
発
言
を
中
心
に

坂

崎

嘉

一

西
園
寺
公
望
の
教
育
行
政
と
そ
の
評
価

鈴

木

裕

也

司
法
省
を
め
ぐ
る
人
事
と
構
造

江
藤
新
平
司
法
卿
期
か
ら
大
木
喬
任
司
法
卿
期
を

中
心
に

高

見

綾

音

東
条
英
機
の
航
空
思
想

メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
精
神
論
を
踏
ま
え
て

中

山

文

乃

小
川
平
吉
の
ソ
連
観
と
青
天
会

長

澤

彩

名

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
食
糧
難
と
食
生
活

畠

中

拓

未

明
治
期
に
お
け
る
邦
楽
と
西
洋
音
楽

東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
会
曲
目
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
の
分
析

林

美
季
穂

太
平
洋
戦
争
前
後
に
お
け
る
教
育
現
場
の
変
容

教
育
内
容
と
教
員
の
心
理
的
変
化
を
中
心
に

宮

�

裕

也

『

中
部
日
本
新
聞』

の
誕
生

『

名
古
屋
新
聞』

と『

新
愛
知』

の
統
合
過
程
を
中
心
に

百

崎

博

貴

大
平
正
芳
と
宏
池
会
の
動
向

一
般
消
費
税
の
導
入
構
想
と
挫
折

安

井

香

帆

第
十
五
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
高
橋
是
清
と
立
憲
政
友
会

山

中

綾

将

衣
ヶ
原
飛
行
場
の
建
設
と
挙
母
の
発
展

白

川

彩

華

板
垣
征
四
郎
の
中
国
観

本

渡

晴

己

播
磨
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

織
田
政
権
の
大
和
支
配

小

澤

唯

戦
国
期
徳
川
家
康
の
外
交
関
係

織
田
信
長
・
武
田
信
玄
・
上
杉
謙
信
と
の
関
係
を

中
心
に

瀬
戸
口

豊

士
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後
北
条
氏
伝
馬
制
度
に
つ
い
て

高

市

真

希

大
友
宗
麟
キ
リ
ス
ト
教
政
策
の
実
態
に
つ
い
て

中

崎

彩

音

豊
臣
政
権
と
豊
臣
一
族

天
正
十
年
〜
天
正
十
六
年
に
お
い
て

細

田

真

史

天
正
二
十
年
聚
楽
第
行
幸
の
意
義

天
正
十
六
年
聚
楽
第
行
幸
と
比
較
し
て

真

鍋

将

宗

豊
臣
秀
吉
の
刀
剣
贈
答
の
意
義

三

浦

詩

織

浅
井
氏
支
配
下
に
お
け
る
菅
浦
の
自
治

永
禄
一
一
年
の
誓
約
状
の
検
討
を
中
心
に安

田

温

士

城
下
町
の
変
遷

蒲
生
氏
郷
の
城
を
中
心
に

宇
佐
見

駿

村
岡
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

石
見
国
一
宮
の
物
部
神
社
に
伝
わ
る
鎮
魂
法
か
ら
見
る
、

猿
女
氏
と
物
部
氏
の
つ
な
が
り

秋

山

愛

斗

女
官
制
度
の
再
編
と
女
房
の
出
現
契
機

上

原

涼

星

奈
良
時
代
の
火
葬
と
霊
魂
観
に
つ
い
て
の
考
察

大

月

愛

未

船
田
合
戦
を
め
ぐ
る
土
岐
・
斎
藤
氏
と
周
辺
勢
力
の
関
係

佐

藤

秀

真

源
頼
朝
の
信
仰
と
都
市
鎌
倉

長

江

柚

香

前
斎
宮
の
恋
愛
に
対
す
る
禁
忌
意
識
と
政
治
的
思
惑

『

栄
花
物
語』

当
子
内
親
王
密
通
記
事
の
検
討
を
中
心
に

林

優

衣

今
堀
日
吉
神
社
文
書
か
ら
み
る
近
江
商
人
団
の
商
業
展
開

保
内
・
枝
村
と
の
争
論
を
中
心
に

阪

野

岳

史

武
烈
天
皇
の
暴
虐
記
事
と
継
体
天
皇
即
位
の
背
景

平

井

雄

大

草
薙
剣
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
像
の
変
遷

三

好

愛

実

斯
波
氏
の
遠
江
遠
征
が
及
ぼ
し
た
尾
張
支
配
へ
の
影
響

永
正
期
斯
波
義
達
を
中
心
に

森

久

士

『
源
氏
物
語』

宇
治
十
帖
に
お
け
る
橋
姫

宇
治
の
三
姉
妹
と
橋
姫
伝
承
の
残
映

山

崎

鈴

果

177



『
天
橋
立
図』

を
生
み
出
し
た
丹
後
半
島
神
仏
の
世
界

密
教
僧
智
海
の
足
跡
を
追
っ
て

山

中

辰
之
佑

178


